
　　　　

キッズ・あいびぃ～半田 支援プログラム（児童発達支援） 作成日 2024 年 4 月 1 日

法人（事業所）理念
自分の人生を楽しもう
①　人と関わることを楽しむ力をつける：相手も自分も心地よい人との関わり方を知る（社会性）
②　自分の好きや楽しいを知る：自分の好きなことを楽しめる力をつける（余暇の充実）

支援方針
『好き』『楽しい』から始めよう！
　◎ 全てのお子様が自分の『好き』や『楽しい』を一つでも多く見つけ、より楽しく暮らしていけるための支援を目指しています。
　◎ 個々のお子様、それぞれの“分かりやすさ”を追求し、支援を行っていきます。

営業日・時間 　月～土曜日・祝日　９時から１３時まで　※延長支援有り ご希望の場所への送迎を行っています

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

● 健康状態を把握します。
● 睡眠、食事、排泄等、生活に必要な基本的技能を獲得し、生活リズムを身に付けられるように支援します。
    排泄：トイレで排泄する、尿意便意を伝える、拭き取り、自宅以外のトイレの使用など
    食事：自分で食べる、偏食を軽減する、食具の使用、咀嚼嚥下、着席して食事する
    着替え：自分で脱ぐ着る（衣服の前後左右の理解、ボタン、ファスナー、靴下の操作）、衣服の調整
    その他：睡眠、歯磨き、うがい、手洗い、鼻かみ、清潔の意識

運動・感覚

● 姿勢と運動・動作の向上と日常的に必要な移動能力の向上のための支援を行います。
● 視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、遊び等を通して支援します。
● 感覚や認知の特性(過敏、鈍麻)を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行います。
　　姿勢の保持、感覚統合、体幹を鍛える、身体を動かす楽しさを味わう、手先の巧緻性、協調運動

認知・行動

● 視覚、聴覚、触覚等の感覚を活用して、必要な情報を収集する認知機能の発達を促す支援をします。
● 環境から情報を獲得し、行動につなげることを支援します。
● 数量、形の大きさ、重さ、色等の習得、情報の適切な処理、認知の偏り等の個々の特性に配慮した支援を行います。
    理解言語、目の前にないことへの理解(過去、未来、知識等)
    全体指示、個別指示の理解（単語、二語文、文章、複数指示）
    理解の手がかり(物の提示、指差し、写真や絵カード、文字)
    数量、大小、色、重さなどの抽象的な物事の理解、簡単なルールの理解、順番、交代、競争、協力等
    興味の偏り、こだわり、落ち着きへの対応

言語
コミュニケーション

● 具体的な事物や体験と、ことばの意味を結びつけることによる言語の習得や、自発的な発声を促します。
● 話し言葉だけでなく、絵、写真等の視覚的支援を用いて相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたりする等、言語を受容し表出する支援を行います。
● 視線、指差し、サイン、カードなどを合わせて、環境の理解と意思の伝達をするためのコミュニケーション手段を活用できるように支援します。
● 遊びの中で簡単なやり取りを行える機会を作っていき、人と関わるための言葉を獲得していけるよう支援します。

人間関係
社会性

● 身近な人との親密な関係を基盤として、周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行います。
● 人の動きを模倣したり、見立て遊びやごっこ遊び等の象徴遊び、１人遊びから並行遊び、大人が介入する連合的遊びを通して、社会性の発達を支援します。
● 自分を理解するとともに、気持ちや情動を調整し、手順やルールを理解して集団活動に参加ができるよう支援します。
    全体指示、個別指示に応じて行動する。活動、場面の切り替え。
    大人：母子関係、愛着関係、信頼関係
    子ども：友だちへの興味、関心、模倣、同調、協調、協力、折り合いをつける、譲る等
    自己主張、許可を得る、社会的承認欲求(見て見て！)、仲間意識、良い悪いの理解
　　自己理解(できること、できないこと等)、自己調整力(感情や行動のコントロール)、自己肯定感

家族支援

保護者様に対して、お子様の特性・特徴を理解し、子育ての不安や悩みが軽減されるよ
う支援します。就学や子育てについての情報を提供していきます。
希望の場所への送迎を行うことで、保護者様の負担を軽減します。
必要に応じ延長支援を行います

主な行事等
四季を楽しんでいけるよう、季節の行事を行っていきます。
（お花見、ハロウィンパーティー、クリスマス会、豆まき　等）

地域支援・地域連携
相談支援・保育園・幼稚園・学校等、また必要に応じ保健・医療等との連携を図り、総
合的な発達の支援を行います。
教育委員会との連携、学校への引き継ぎ等必要に応じた情報の提供を行います。

移行支援
お子様の発達状況や様子に合わせて、保育所等訪問支援事業、保育園への
移行、他事業や訓練等をご紹介します。


